
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年４月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２函第３６号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２４年６月６日 ０４時３０分ごろ 

発生場所 北海道様似町様似港南方沖 

 様似港外西防波堤灯台から真方位１８６°７.１海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯４２°００.３′ 東経１４２°５３.６′） 

事故等調査の経過  平成２４年７月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 J C
ジェーシー

 FAVOR
フェーバー

（ベリーズ籍）、１,９９７トン 

９０１０１０１（ＩＭＯ番号）、FAVOR MARINE CO.,LIMITED 

Ｂ 漁船 大安
たいあん

丸、４.６トン 

   ＨＫ３－１１２７９３（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首外板に擦過傷 

Ｂ 左舷船首部外板に亀裂を伴う擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか１２人が乗り組み、様似港南方沖を南東進中、

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、様似港南方沖漁場での操業を終え

て平成２４年６月６日０４時２５分ごろ同漁場を発進し、針路を真方

位約００５～０１０°に定めて自動操舵により、約１１ノットの対地

速力で様似港へ向けて北進中、０４時３０分ごろ、様似港南方沖にお

いて、Ａ船の右舷船首とＢ船の左舷船首が衝突した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 霧、風向 北東、風力 ３、視程 約１０ｍ 

海象：波向 北東、波高 約１ｍ 

海上濃霧警報発表中 

 その他の事項 船長Ｂは、衝突前、１２Ｍレンジとしていたレーダーで船首方に物

標を探知したが、肉眼で確認したところ何も見えなかったので、同物

標について、その後の動静監視を行わなかった。 

船長Ｂは、衝突直前までＡ船に接近していることに気付かなかっ

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 

Ａ 不明、Ｂ あり 

Ａ 不明、Ｂ なし 

Ａ 不明、Ｂ あり 



 

 判明した事項の解析 Ａ船は、霧による視界制限状態の様似港南方沖を南東進中、北進中

のＢ船と衝突したものと考えられるが、Ａ船から情報が得られなかっ

たため、衝突に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

Ｂ船は、霧による視界制限状態の様似港南方沖を北進中、船長Ｂ

が、レーダーを使用した見張りを適切に行っていなかったことから、

衝突直前までＡ船に気付かずに航行を続け、Ａ船と衝突したものと考

えられる。 

原因 本事故は、霧による視界制限状態の様似港南方沖において、Ａ船が

南東進中、Ｂ船が北進中、両船が衝突したことにより発生したものと

考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・視界制限状態時の航行に当たっては、レーダーを使用した見張り

を適切に行うこと。 

 ・視界制限状態時は、音響信号を適切に行うこと。 

 




